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電子顕微鏡の試料上の電子線照射点を光源とする軟 X 線回折格子分光器による発光ペクトル

計測は軽元素を含む材料の局所領域分析に有効である。[1] 最近、最近自動車用鋼板の軽量化等

を目的として、鉄鋼の Fe-L 発光(705 eV、1.76 nm)付近での状態分析に関心が高まっている。この

ため、回折格子面上に多層膜を付加してこの付近を中心とした回折効率の向上を図る方法につい

て考察したので報告する。仮定した回折格子はラミナー型で、刻線密度：2400 本/mm、溝深さ：

6.5 nm、デューティ比：0.40、表面物質：Au である。この回折格子面上に膜厚 7 nm の C 層と同 6 

nm の W 層を順に 2 対付加した多層膜回折格子の回折効率を計算した。 図 1 は 705 eV の軟 X 線

の回折効率の入射角依存性を示す図で、入射角が 86.20°の時 0.103 の最大の回折効率が得られる

ことが判る。また、その入射角における回折効率のエネルギー依存性を 2 図に示す。およそ 200 eV

～900 eV の広いエネルギー領域で 0.03 以上の実用的な回折効率を示していることが判る。 

 [1] 寺内正己他、表面科学 36 , 184―188 (2015).  

  

図１多層膜回折格子の 705 eV の軟 X 線に

対する回折効率の入射角依存性（計算値） 

図2 多層膜回折格子の入射角86.20°における回

折効率の入射角依存性（計算値） 
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